
季
節
を
知
っ
た
ら

　
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
っ
た

　

一
年
の
中
で
最
も
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
い
う
大
寒
を
迎
え
ま
し
た
。マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
し
て
、
温
か
い
も
の
が
欲
し
く
な
る
季
節
で
す
。

　

お
か
げ
横
丁
に
、
自
家
焙
煎
珈
琲
専
門
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。平
成
二
十
八
（
二
〇

一
六
）
年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
伊
勢
の

「
な
か
む
ら
珈
琲
」
の
お
か
げ
横
丁
店
で
す
。

　

郵
便
局
を
移
築
し
た
レ
ト
ロ
な
建
物
の
店
内
。カ
ウ
ン
タ
ー
で
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、
ず
ら
り

と
コ
ー
ヒ
ー
の
銘
柄
が
並
び
ま
す
。
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
ち
な
ん
だ
サ
ミ
ッ
ト
ブ
レ
ン
ド
を

は
じ
め
、お
か
げ
横
丁
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
か
げ
ブ
レ
ン
ド
の
ほ
か
に
、
パ
ナ
マ
ゲ
イ
シ
ャ
ウ

オ
ッ
シ
ュ
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
ゲ
イ
シ
ャ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ど
聞
き
慣
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ゲ
イ
シ
ャ
は
豆
の
品
種
で
、ウ
オ
ッ
シ
ュ
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
は
精
製
方
法
と
い
い
ま
す
。「
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
国
内
有
数
の

焙
煎
士
で
あ
る
主
人
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
ブ
レ
ン
ド
は
、も
と
も
と
和
食
の
あ
と
に
首
脳
配
偶
者
に
出
し
た
も
の
で
、
く
せ
が

な
く
、ア
メ
リ
カ
ン
の
よ
う
に
飲
み
や
す
い
も
の
。お
か
げ
ブ
レ
ン
ド
は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ブ
レ
ン
ド
で

苦
み
や
コ
ク
が
あ
る
た
め
、
が
つ
ん
と
し
た
味
わ
い
が
魅
力
で
す
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
ゲ
イ
シ
ャ

ナ
チ
ュ
ラ
ル
は
、フ
レ
ー
バ
ー
の
効
い
た
華
や
か
な
一
杯
で
、
紅
茶
の
よ
う
に
も
感
じ
る

軽
や
か
さ
。コ
ー
ヒ
ー
の
苦
み
が
苦
手
な
方
が
、「
こ
れ
な
ら
飲
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
う
れ
し

そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
内
で
は
、自
家
製
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
オ
ペ
ラ
な
ど
の
ケ
ー
キ
も
味
わ
え
ま
す
。

自
家
製
ク
ラ
フ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、あ
く
ま
で
カ
カ
オ
豆
が
主
役
で
、
洋
酒
や
フ
レ
ー
バ
ー

な
ど
を
含
ま
ず
、ケ
ー
キ
店
の
ケ
ー
キ
と
は
ま
た
異
な
る
シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い
。コ
ー
ヒ
ー
と
よ
く

合
う
、コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
な
ら
で
は
の
ケ
ー
キ
で
す
。
自
分
好
み
の
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
え
る

珈
琲
焙
煎
専
門
店
で
、
味
わ
い
深
い
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
。 〜

第
四
五
九
号
〜

な
か
む
ら
珈
琲

文
　
　
千
種

清
美

大
寒

一
月
二
十
日

だ
い 

か
ん



おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

節分の市
立春は、旧暦では一年の始まりとされ、節分は現在の大晦日と同じように考えられていたた

め、昔から一年の幸せを願う様々な行事が行われていました。

おかげ横丁では、節分に“良い一年となりますように”と願いを込めて、毎年恒例の「おか

げ横丁節分の市」を開催いたします。

日　時／1月24日（土）～ 2月3日（火）10：00～17：00（催しにより異なる）

場　所／おかげ横丁一帯

鬼の太鼓演奏
南伊勢町の「牛鬼伝説」をもとに、漁業や農林業の復興、町の活性化を願って創作されまし

た。勇壮で迫力ある音と演奏が特徴です。

日　時／2月1日（日）13：00～、14：00～

場　所／おかげ横丁「太鼓櫓」

子供鬼やらい
おかげ横丁に現れたイタズラ鬼を子どもたちが豆を撒いて追い払います。今年は福を呼び込

むオカメも登場します。豆まきの後は、各店に厄除けの「ヒイラギ鰯」を配ります。

日　時／2月3日（火）11：00～11：30

場　所／おかげ横丁「太鼓櫓」周辺

宝舟 豆まき
今年の福人（年男、年女）が、七福神の描かれた「宝船の絵」と、福豆が入った2,000の小袋

を太鼓櫓の上から撒き降らせます。

日　時／2月3日（火）15：00～

場　所／おかげ横丁「太鼓櫓」

人生の通過儀礼と贈答 ～若者組と娘組、そして青年団～
その昔、日本全国には若者組という集団があり、15歳位から25歳位までの独身青年が属していまし

た。目的は社会教育と集団訓練。祭礼、葬式、村での公共事業などの手助けをしながら地域の大人

として成長してゆく組織で、後に青年団に代わってゆきました。現在、若衆宿の制度が続いている

のは答志島だけ。寝屋子といい、中学を卒業した男子が寝屋親とよばれる地域の世話役の家に寝泊

まりし地域の文化や漁業の技術などを学びコミュニテイ内の絆を築きます。娘組の方は嫁入り前の

娘としての作法やしきたりを学ぶものでした。

日　時／1月29日（木）13：30 ～ 15：00

参加費／一般 1,800円　会員 1,300円

講　師／神崎　宣武（民俗学者・五十鈴塾塾長）

場　所／五十鈴塾右王舎

　五十鈴茶屋節気菓子

福　　　　豆

寒　  牡  　丹

蕗　  の  　薹

ふく                      まめ

かん         ぼ          たん

ふき                        とう

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話 0596-20-8251

雪の下から若芽を吹かせ、冬の終わりを教えてくれる蕗の薹を洋酒が香る

黄身しぐれで表現しました。

雪が舞う中、凛と咲く姿が印象的な寒牡丹。

白餡の練り切りでその美しさを表現しました。

立春を迎える節分の豆まき。煎った大豆を福豆といいます。

お多福豆の餡で白餡を包み、節分にちなんだお菓子に仕上げました。

お問い合わせ／おかげ横丁 総合案内「おみやげや」電話 0596-23-8838


